
 

 

物性コロキウム 
 

日時  5 月 17 日(木) 16:20～ 
場所  講義実験棟 1F 理ー３番教室 
題目  π・d電子系の新奇な電荷自由度と機能物性 
講演者 中惇（早稲田大学高等研究所） 
概要 
強相関電子系における電子の電荷自由度は、有機・無機の区別なく様々な
物質中に広く存在し、電気伝導だけでなく電荷秩序・電荷ガラスや電子誘
電性、励起子絶縁体といった様々な特異な物性を発現させる。本研究で
は、強相関系の代表的な舞台である有機導体（π電子系）と遷移金属酸化物
（d電子系）を対象として、これらの系に内在する特徴的な電荷自由度がも
たらす新物性・機能性を理論的に調べる。π電子系の具体例として、分子ダ
イマー構造を持つ κ型の BEDT-TTF塩に注目する。実験で指摘されたダイ
マー内の局在電子が生み出す電気双極子自由度[1]の働きを明らかにし、有
機導体における強誘電性と電気磁気効果の可能性を議論する[2]。また d電
子系としては、バレンススキッパーと呼ばれる特殊な元素（Bi、Pbなど）
を Aサイトに含むペロブスカイト型遷移金属酸化物（ABO3）に注目し、こ
の物質群に広く見られる巨大な負の熱膨張現象 [3]とその背後にある特異な
A-Bサイト間電荷自由度の役割を明らかにする[4]。 
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